
(57)【要約】

【課題】インキ剥離性能を低下させずに、ホットメルト

等の熱溶融性夾雑物を効果的に除去できるようにする。

【解決手段】無選別古紙を、温度４６℃以上、パルプ濃

度５～２５重量％、および処理時間１０～３０分の条件

下で離解し繊維懸濁液を得る離解工程１と、温度４０℃

以下の条件下で繊維懸濁液から夾雑物を分離除去する夾

雑物除去工程とを含むようにする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
無 選 別 古 紙 を 、 温 度 ４ ６ ℃ 以 上 、 パ ル プ 濃 度 ５ ～ ２ ５ 重 量 ％ 、 お よ び 処 理 時 間 １ ０ ～ ３ ０
分 の 条 件 下 で 離 解 し 繊 維 懸 濁 液 を 得 る 離 解 工 程 と 、
温 度 ４ ０ ℃ 以 下 の 条 件 下 で 前 記 繊 維 懸 濁 液 か ら 夾 雑 物 を 分 離 除 去 す る 夾 雑 物 除 去 工 程 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 古 紙 パ ル プ の 製 造 に お け る 夾 雑 物 除 去 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 夾 雑 物 除 去 工 程 は 、 未 離 解 繊 維 の 離 解 お よ び 夾 雑 物 の 分 離 除 去 を 行 う 除 塵 工 程 お よ び
フ ロ ー テ ー シ ョ ン 工 程 を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 古 紙 パ ル プ の 製 造 に お け る 夾 雑 物 除 去 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 夾 雑 物 の 除 去 方 法 を 利 用 し て 古 紙 パ ル プ を 製 造 す る こ と を 特 徴 と
す る 古 紙 パ ル プ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た パ ル プ を 使 用 し て 製 造 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 印 刷
用 紙 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 古 紙 パ ル プ の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 、 原 料 と な る 古 紙 が ホ ッ ト メ ル ト 等 の 背 糊
や 、 コ ン パ ク ト デ ィ ス ク 等 を 含 む 場 合 に 好 適 な 古 紙 パ ル プ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
古 紙 パ ル プ の 製 造 法 で は 、 新 聞 紙 や チ ラ シ 等 の よ う に 多 種 類 の 夾 雑 物 が 出 に く い 古 紙 を 用
い て 製 造 す る の が 一 般 的 で あ り 、 雑 誌 や 書 物 等 の 古 紙 は ほ と ん ど 利 用 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ は 、 雑 誌 や 書 物 等 の 古 紙 に は 、 ホ ッ ト メ ル ト 等 の 背 糊 が 残 存 し て お り 、 ま た 場 合 に よ
っ て は 付 録 と し て コ ン パ ク ト デ ィ ス ク （ 以 下 、 単 に Ｃ Ｄ と も い う 。 ） 等 が ペ ー ジ 間 に 挟 ま
れ て お り 、 こ れ ら が 機 械 力 に よ る 離 解 処 理 や 加 熱 処 理 や ア ル カ リ 処 理 に よ り 微 細 化 し 、 そ
の 除 去 が 極 め て 困 難 で あ り 、 し か も 、 か か る 夾 雑 物 の 除 去 が 不 十 分 で あ る と 、 ▲ １ ▼ パ ル
プ 品 質 の 劣 化 を も た ら す 、 ▲ ２ ▼ 再 生 紙 の 抄 紙 工 程 や 塗 工 機 に よ る 塗 布 工 程 に お い て 、 透
明 異 物 ・ 粘 着 異 物 等 の 欠 陥 に よ り 断 紙 や 格 外 品 の 発 生 を 引 き 起 こ す 、 ▲ ３ ▼ 製 造 さ れ る 再
生 紙 は イ ン キ 抜 け や 断 紙 等 の 印 刷 障 害 を 引 き 起 こ す た め に 印 刷 用 途 に 用 い る こ と が で き な
い 、 と い っ た 問 題 点 が あ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 資 源 の 有 効 利 用 と い う 観 点 か ら は 、 雑 誌 や 書 物 等 の 古 紙 も 利 用 す る の が 望
ま し い 。 特 に 、 雑 誌 や 書 物 等 の 古 紙 を 新 聞 紙 や チ ラ シ 等 の 古 紙 と 選 別 す る こ と な く 利 用 す
る こ と が で き れ ば 、 古 紙 選 別 の 手 間 が 省 け る と い う 点 で も 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 本 出 願 人 は 、 先 の 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ５ ４ ８ ２ 号 公 報 に 示 さ れ る よ う に 、 少 な く
と も 夾 雑 物 の 分 離 除 去 工 程 以 前 に お い て は 繊 維 懸 濁 液 を ４ ０ ℃ 以 下 に 保 つ こ と に よ っ て 、
ホ ッ ト メ ル ト 等 の 熱 溶 融 性 夾 雑 物 の 除 去 を 効 果 的 に 行 う 方 法 を 提 案 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の 方 法 で は 夾 雑 物 の 分 離 除 去 工 程 以 前 に 行 わ れ る 離 解 処 理 に お い て 加 熱
が 不 十 分 と な り 、 パ ル プ 繊 維 か ら イ ン キ を 剥 離 し 難 く な る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 イ ン キ 剥 離 性 能 を 低 下 さ せ ず に 、 ホ ッ ト メ ル ト 等 の 熱 溶 融 性 夾
雑 物 を 効 果 的 に 除 去 で き る よ う に す る こ と に あ る 。 他 の 課 題 は 、 古 紙 パ ル プ お よ び 再 生 紙
の 高 品 質 化 を 図 る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 し た 本 発 明 は 、 次 記 の と お り で あ る 。
＜ 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 ＞
無 選 別 古 紙 を 、 温 度 ４ ６ ℃ 以 上 、 パ ル プ 濃 度 ５ ～ ２ ５ 重 量 ％ 、 お よ び 処 理 時 間 １ ０ ～ ３ ０
分 の 条 件 下 で 離 解 し 繊 維 懸 濁 液 を 得 る 離 解 工 程 と 、
温 度 ４ ０ ℃ 以 下 の 条 件 下 で 前 記 繊 維 懸 濁 液 か ら 夾 雑 物 を 分 離 除 去 す る 夾 雑 物 除 去 工 程 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 古 紙 パ ル プ の 製 造 に お け る 夾 雑 物 除 去 方 法 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
＜ 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 ＞
前 記 夾 雑 物 除 去 工 程 は 、 繊 維 の 補 助 的 な 離 解 お よ び 夾 雑 物 の 分 離 除 去 を 行 う 除 塵 工 程 お よ
び フ ロ ー テ ー シ ョ ン 工 程 を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 古 紙 パ ル プ の 製 造 に お け る 夾 雑 物 除 去 方 法
【 ０ ０ １ ０ 】
＜ 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 ＞
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 夾 雑 物 の 除 去 方 法 を 利 用 し て 古 紙 パ ル プ を 製 造 す る こ と を 特 徴 と
す る 古 紙 パ ル プ の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ １ １ 】
＜ 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 ＞
請 求 項 ３ 記 載 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た パ ル プ を 使 用 し て 製 造 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 印 刷
用 紙 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 作 用 効 果 ）
離 解 工 程 で は 温 度 ４ ６ ℃ 以 上 、 パ ル プ 濃 度 ５ ～ ２ ５ 重 量 ％ 、 お よ び 処 理 時 間 １ ０ ～ ３ ０ 分
の 条 件 下 で 離 解 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 パ ル プ 繊 維 か ら の イ ン キ 剥 離 を 十 分 に 行 う こ と が
で き る 。 し か し 、 単 に か か る 離 解 処 理 を 行 う と ホ ッ ト メ ル ト 等 の 熱 溶 融 性 夾 雑 物 が 軟 化 し
粘 着 性 を 有 す る よ う に な る と と も に 、 微 細 化 も 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ れ に 対 し て 、 本 発 明 に 従 っ て 上 記 離 解 処 理 条 件 を 維 持 し つ つ も 、 そ の 後 の 夾 雑 物 除 去 工
程 に お い て は 温 度 を ４ ０ ℃ 以 下 に 下 げ る と 、 微 細 化 し 粘 着 性 を 有 す る よ う に な っ た 夾 雑 物
を 固 化 お よ び 塊 状 化 さ せ る こ と が で き 、 夾 雑 物 の 除 去 性 を 向 上 で き る 。 特 筆 す べ き は 、 熱
溶 融 性 夾 雑 物 を 加 熱 に よ り 一 旦 微 細 化 し 粘 着 性 を 有 す る よ う に し た 後 、 温 度 を 下 げ 固 化 ・
集 合 化 さ せ る と 、 他 の 夾 雑 物 も こ れ に 取 り 込 ま れ て 除 去 し 易 く な る と い う 副 次 的 メ リ ッ ト
が あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ し て 、 か か る 夾 雑 物 除 去 方 法 を 利 用 す れ ば 、 従 来 よ り も 夾 雑 物 の 少 な い 古 紙 パ ル プ を 製
造 で き 、 更 に こ れ を 用 い れ ば 印 刷 用 紙 と な り う る 高 品 質 再 生 紙 を 製 造 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
な お 、 本 明 細 書 に お い て 無 選 別 古 紙 と い う 場 合 は 、 い わ ゆ る 雑 誌 の み か ら な る 雑 誌 古 紙 の
ほ か 、 新 聞 紙 、 チ ラ シ 、 ピ ン 付 き 雑 誌 、 背 糊 付 き 雑 誌 、 ビ ニ ー ル 貼 り 雑 誌 、 Ｃ Ｄ 入 り 雑 誌
等 が 混 在 し た も の を 含 む も の と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 説 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 再 生 紙 製 造 フ ロ ー を 示 し て い る 。 本 発 明 で は 、 新 聞 紙 、 チ ラ シ の ほ
か 、 雑 誌 古 紙 、 書 物 等 が 混 在 し た 無 選 別 古 紙 が 使 用 さ れ る 。 原 料 古 紙 は 、 先 ず パ ル パ ー 等
の 機 械 攪 拌 式 離 解 装 置 １ に 投 入 さ れ 、 水 等 の 溶 解 液 中 で 離 解 さ れ 、 繊 維 懸 濁 液 と さ れ る （
離 解 工 程 ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ し て 、 本 発 明 で は 、 か か る 離 解 処 理 を 温 度 ４ ６ ℃ 以 上 、 パ ル プ 濃 度 ５ ～ ２ ５ 重 量 ％ 、 お
よ び 処 理 時 間 １ ０ ～ ３ ０ 分 の 条 件 下 で 行 う 。 か か る 条 件 下 で の 離 解 処 理 に よ り 、 パ ル プ 繊
維 の 離 解 な ら び に パ ル プ 繊 維 か ら の イ ン キ 剥 離 を 十 分 に 行 う こ と が で き る 。 パ ル プ 繊 維 か
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ら の イ ン キ 剥 離 を 十 分 に 行 う こ と が で き る 。 た だ し 、 か か る 離 解 処 理 を 行 う と ホ ッ ト メ ル
ト 等 の 熱 溶 融 性 夾 雑 物 が 軟 化 、 あ る い は 溶 解 し 粘 着 性 を 有 す る よ う に な る と と も に 、 微 細
化 も 促 進 さ れ る 。 よ り 好 ま し い 離 解 処 理 条 件 で は 、 処 理 温 度 ４ ６ ℃ ～ ６ ０ ℃ 、 パ ル プ 濃 度
は ２ ０ ～ ２ ５ 重 量 ％ 、 処 理 時 間 １ ５ ～ ２ ０ 分 と さ れ る 。 特 に 、 処 理 温 度 が ６ ０ ℃ を 超 え る
と 熱 溶 融 性 夾 雑 物 が 軟 化 し 過 ぎ 微 細 化 し 過 ぎ る た め 好 ま し く な い 。 ま た 、 パ ル プ 濃 度 ２ ０
～ ２ ５ 重 量 ％ の 高 濃 度 離 解 処 理 で は 、 主 に 繊 維 相 互 の 摩 擦 作 用 に よ っ て 離 解 が 進 行 す る た
め 、 低 濃 度 離 解 処 理 と 比 較 し て 夾 雑 物 の 微 細 化 が 進 行 し に く く 、 ま た イ ン キ の 剥 離 性 が 良
好 と な る 。 さ ら に 処 理 時 間 が ３ ０ 分 を 超 え る と イ ン キ 剥 離 性 は 良 好 と な る が 、 熱 溶 融 性 夾
雑 物 の 微 細 化 が 著 し く 進 行 す る た め 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
離 解 処 理 に お い て は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム や 珪 酸 ナ ト リ ウ ム 等 の ア ル カ リ 剤 を 主 体 と す る 脱
墨 薬 品 （ 通 常 は 界 面 活 性 剤 の ほ か 、 珪 酸 ソ ー ダ 及 び 炭 酸 ソ ー ダ の 少 な く と も 一 方 を 含 む 緩
衝 材 等 を 加 え る ） を 懸 濁 液 に 添 加 し ア ル カ リ ソ ー キ ン グ を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 離 解
処 理 は 、 同 種 の 又 は 異 種 の 離 解 装 置 （ 高 濃 度 パ ル パ ー と 低 濃 度 パ ル パ ー と の 組 合 せ 等 ） に
よ る 複 数 段 処 理 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
離 解 工 程 か ら 得 ら れ た 懸 濁 液 は 、 次 に 夾 雑 物 除 去 工 程 に 移 さ れ る 。 本 実 施 形 態 の 夾 雑 物 除
去 工 程 は 、 除 塵 工 程 ２ お よ び フ ロ ー テ ー シ ョ ン 工 程 ５ か ら 構 成 さ れ て い る 。 除 塵 工 程 で は
、 機 械 攪 拌 力 に よ り 懸 濁 液 中 の 未 離 解 パ ル プ 繊 維 が 離 解 さ れ る （ 補 助 離 解 ） と と も に 夾 雑
物 が 実 質 的 に 微 細 化 さ れ ず に 分 離 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
か か る 除 塵 処 理 ２ を 経 た 懸 濁 液 は 直 接 ま た は 他 の 処 理 を 介 し て フ ロ ー テ ー タ ー ５ に 送 ら れ
、 イ ン キ ・ 夾 雑 物 が フ ロ ー テ ー シ ョ ン に よ り 除 去 さ れ る 。 フ ロ ー テ ー タ ー ５ と し て は 公 知
の あ ら ゆ る 装 置 を 利 用 で き る 。 こ こ で 、 除 塵 処 理 ２ を 経 た 懸 濁 液 を 、 必 要 に 応 じ て 比 重 差
分 離 装 置 や 、 ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 を 介 し て 夾 雑 物 を あ る 程 度 ま で 分 離 除 去 し た 後 に 、 フ ロ
ー テ ー タ ー ５ に 供 給 す る こ と も で き る 。 比 重 差 分 離 装 置 と し て は 所 謂 ク リ ー ナ ー を 用 い る
こ と が で き る 。 ま た ス ク リ ー ニ ン グ に は 、 ホ ー ル ス ク リ ー ン や ス リ ッ ト ス ク リ ー ン を 用 い
る こ と が で き 、 ま た 必 要 に 応 じ て 複 数 段 、 複 数 種 の ス ク リ ー ン を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
か か る 夾 雑 物 除 去 処 理 を 経 た 懸 濁 液 は 、 漂 白 処 理 １ ０ 等 を 経 て 、 よ り 具 体 的 に は 比 重 差 分
離 工 程 、 ス ク リ ー ニ ン グ に よ る イ ン キ ・ 夾 雑 物 の 分 離 除 去 工 程 、 脱 水 装 置 に よ る 脱 水 工 程
、 機 械 的 攪 拌 に よ り イ ン キ ・ 夾 雑 物 を 微 細 化 し 且 つ 懸 濁 液 中 に 分 散 さ せ る 分 散 処 理 工 程 （
所 謂 ニ ー ダ ー ま た は デ ィ ス パ ー ザ ー を 使 用 で き る ） 、 過 酸 化 水 素 等 の 漂 白 薬 品 の 添 加 に よ
る 漂 白 処 理 工 程 １ ０ 、 残 留 す る イ ン キ お よ び 夾 雑 物 を 更 に 分 離 除 去 す る ポ ス ト フ ロ ー テ ー
シ ョ ン 工 程 、 脱 水 処 理 工 程 お よ び 貯 蔵 処 理 工 程 等 （ こ れ ら の 処 理 は 適 宜 取 捨 選 択 で き る ）
を 順 に 経 て 古 紙 パ ル プ と し て 、 ペ ー パ ー マ シ ン 等 の 仕 向 け 先 に 供 給 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
特 徴 的 に は 、 本 発 明 で は こ れ ら の 処 理 の う ち 、 一 部 ま た は 全 部 の 夾 雑 物 除 去 処 理 に お い て
処 理 温 度 （ 懸 濁 液 の 温 度 ） が ４ ０ 度 以 下 、 好 ま し く は ３ ５ ～ ４ ０ ℃ と さ れ る 。 こ の よ う に
、 上 記 イ ン キ 剥 離 に 好 適 な 離 解 処 理 条 件 を 維 持 し つ つ も 、 そ の 後 の 夾 雑 物 除 去 工 程 に お い
て は 温 度 を ４ ０ ℃ 以 下 に 下 げ る と 、 微 細 化 し 粘 着 性 を 有 す る よ う に な っ た 夾 雑 物 を 固 化 お
よ び 塊 状 化 さ せ る こ と が で き 、 夾 雑 物 の 除 去 性 を 向 上 で き る 。 特 筆 す べ き は 、 熱 溶 融 性 夾
雑 物 を 加 熱 に よ り 一 旦 微 細 化 し 粘 着 性 を 有 す る よ う に し た 後 、 温 度 を 下 げ 固 化 ・ 集 合 化 さ
せ る と 、 他 の 夾 雑 物 も こ れ に 取 り 込 ま れ て 除 去 し 易 く な る と い う 副 次 的 メ リ ッ ト が あ る こ
と で あ る 。 処 理 温 度 が ４ ０ ℃ を 超 え る と 、 か か る 作 用 効 果 が 殆 ど 発 揮 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に 、 か か る 古 紙 パ ル プ を 原 料 の 一 部 ま た は 全 部 と し て 用 い 、 印 刷 用 紙 と な り う る 高 品
質 再 生 紙 を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 実 施 例 】
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背 背 糊 付 雑 誌 古 紙 を 含 む 無 選 別 古 紙 を 用 い 、 前 述 の 図 １ に 示 す 処 理 法 に よ る 古 紙 パ ル プ の
製 造 、 な ら び に そ の 古 紙 パ ル プ を 用 い た 再 生 紙 の 製 造 を 行 い 、 フ ロ ー テ ー シ ョ ン 処 理 後 の
熱 溶 融 性 夾 雑 物 の 残 存 レ ベ ル お よ び 再 生 紙 の 印 刷 用 紙 適 性 を 三 段 階 評 価 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 従 来 例 と し て 、 離 解 処 理 か ら フ ロ ー テ ー シ ョ ン 処 理 ま で の 処 理 温 度 を ４ ０ ℃ と し た も
の （ 従 来 例 １ ） お よ び ４ ６ ℃ と し た も の （ 従 来 例 ２ ） に つ い て も 、 上 記 と 同 様 の 製 造 お よ
び 評 価 を 行 っ た 。 な お 、 特 に 示 し て い な い 条 件 は 各 例 共 通 と し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
各 例 の 処 理 条 件 お よ び 評 価 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 イ ン キ 剥 離 性 能 を 低 下 さ せ ず に 、 ホ ッ ト メ ル ト 等 の 熱 溶
融 性 夾 雑 物 を 効 果 的 に 除 去 で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 の フ ロ ー 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 離 解 装 置 、 ４ … 粗 選 ス ク リ ー ン 、 ５ … プ レ フ ロ ー テ ー タ ー 、 ９ … 分 散 処 理 装 置 、 １ ０
… 漂 白 処 理 装 置 、 １ １ … ポ ス ト フ ロ ー テ ー タ ー 。
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【 図 １ 】
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